
　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
課
題
と
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
や
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
に
よ
る
「
も
っ
た
い
な
い
の
心
」
を
大
切
に
し
た
循
環
型

社
会
の
形
成
、
さ
ら
に
は
、
本
市
を
象
徴
す
る
豊
か
な
み
ど
り
を
守
り
、
将
来
に
引

き
継
ぐ
た
め
「
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
平

成
26
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
構
想
の
対
象
期
間
と
し
て
、
市
民
・
事
業

者
・
市
の
協
働
に
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
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◆
基
本
理
念

〝
人
と
人
〞、〝
人
と
自
然
〞

　

と
の
絆
で
、

　
　

未
来
と
子
ど
も
を
育
む所沢

◆
基
本
理
念
に
込
め
ら
れ
た
想
い

「
人
と
人
」

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
お

互
い
を
思
い
や
り
、
助
け
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

「
絆
」
を
実
感
し
ま
し
た
。
所
沢
に
住

み
、
集
う
〝
人
と
人
〞
が
、
こ
の
絆
を

大
切
に
、
一
体
と
な
っ
て
紡
い
で
い
き

ま
す
。

「
人
と
自
然
」

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
が
い

る
森
を
守
り
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
や
ホ
タ

ル
な
ど
が
自
生
で
き
る
せ
せ
ら
ぎ
と
し
、

〝
人
と
自
然
〞
が
共
生
し
た
地
域
社
会

を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

「
未
来
と
子
ど
も
を
育
む
」

一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
ま
で
の
生
活
を

見
直
し
、
少
々
不
便
で
も
、
自
然
と
共

生
で
き
る
み
ど
り
豊
か
な
マ
チ
と
心
豊

か
な
暮
ら
し
を
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。

基
本
方
針

◆
基
本
方
針
Ⅰ

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
大
切

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
を
導
入
し
ま
す
。

《
主
な
取
り
組
み
》

公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
設
備
の
設

置
、
省
エ
ネ
・
再
エ

ネ
機
器
の
導
入
促
進

な
ど

◆
基
本
方
針
Ⅱ

人
と
み
ど
り
と
の
関
係
を

紡
ぎ
直
し
、
み
ど
り
の
保
全

・
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
主
な
取
り
組
み
》

み
ど
り
の
里
山

の
再
生
と
活
用
、

公
共
・
公
益
施
設

を
利
用
し
た
み
ど

り
の
創
出
な
ど

◆
基
本
方
針
Ⅲ

「
も
っ
た
い
な
い
の

心
」
を
大
切
に
、
ご
み

の
削
減
・
資
源
循
環
に

取
り
組
み
ま
す
。

《
主
な
取
り
組
み
》

「
も
っ
た
い
な

い
の
心
」
の
定
着
、

も
の
を
大
切
に
す

る
行
動
の
促
進
な

ど

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
に

お
け
る
、
象
徴
的
・
先
導
的
な
事
業
と

し
て
、
北
野
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

を
利
用
し
た
「
大
規
模
太
陽
光
発
電
施

設
」
が
、
平
成
26
年
３
月
に

稼
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
施
設
の
愛
称
に
は
、
５

９
３
人
の
方
か
ら
応
募
が
あ

り
、
雄お

鹿が

愛あ
い

加か

さ
ん
、
平
塚

和
枝
さ
ん
の
「
と
こ
と
こ
ソ

ー
ラ
ー
」
に
、
こ
の
地
域
の

地
名
「
北
野
」
を
付
け
『
と

こ
と
こ
ソ
ー
ラ
ー
北
野
』
と

命
名
し
ま
し
た
。

発
電
出
力
は
１
、
０
５
３

kW
で
、
一
般
家
庭
の
約
２
６

０
世
帯
が
一
年
間
に
使
用
す

る
電
力
量
に
相
当
す
る
発
電

量
と
な
り
ま
す
。

本
事
業
は
、
包
括
リ
ー
ス

に
よ
る
も
の
で
、
発
電
し
た
電
力
を
全

て
売
電
し
、
20
年
間
で
約
１
億
３
千
万

円
程
度
の
利
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
に
は
、
見
学
台
や
発
電

量
を
表
示
す
る
パ
ネ
ル
、
啓
発
パ
ネ
ル

を
併
設
し
、
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
見
学
は
10

人
以
上
か
ら
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
方

は
環
境
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
を
策
定

　ついに、第一歩を踏み出しました!!
　公約にも掲げ、市民にお約束した
「マチごとエコタウン所沢構想」です。
　「東日本大震災のとき、誰もが感じ
たあの思いを決して忘れることなく、
『人と人の絆』、『人と自然の関係
性』をもう一度見つめ直していこう。

人と人の絆は、もう少し強めていこう。自然に対しては、
人間は今まで克服しようとばかりしてきたけれど、もう
少し自然と寄り添う生き方を模索していこう。」と訴え
てきた具体策の一つです。
　大震災を経て、日本は新たなステージ「災後」の時代
に入ったと思っています。未来の子どもたちに、今の大
人は何を残し、何を伝えていくのか。今こそ問われてい
るのです。
　構想は、３つの柱から成り、①エネルギーの自立を目
指した自然エネルギーの普及策や省エネ事業、②みどり
や自然の保全と創出、そして、③「もったいないの心」
を大切にしたライフスタイルの転換やリサイクル・ごみ
減量、に触れたものです。
　この構想の完成までにご尽力いただいたマチごとエコ
タウン所沢構想策定検討委員会の皆様や、今まで持続可
能な環境やふるさと所沢のために活動されてきた市民お
一人おひとりに、心から感謝を申し上げます。
　さあ、構想はできました。
　34万所沢市民の、みんなの力を、ここに合わせ、未
来の子どもたちのために、今、「行動」していこうでは
ありませんか!!

▲とことこソーラー北野見学台

463

179

北野中

北野小

西武狭山線

西武池袋線

誓詞橋

高橋

大六天

小手指南

狭山湖入口 北野天神前

小手指駅

下山口駅狭
山
湖

とことこ
ソーラー北野

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想

「
と
こ
と
こ
ソ
ー
ラ
ー
北
野
」
が
発
電
を
開
始

未来の子どもたちの輝く笑顔のために

一緒に行動・実践しましょう

凡例…日日時 場場所 対対象 定定員 内内容 持持ち物 費費用 講講師 申申し込み 問問い合わせ HPホームページ 市HP市ホームページ「広報紙ピックアップ」 Eメール

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「
み
ど
り
」

「
資
源
循
環
」
の
各
分
野
に
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
優
先
的
に

実
施
す
る
象
徴
的
な
取
り
組
み
）
」
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
構
想
の
取
り
組
み
全

体
を
先
導
的
に
牽
引
す
る
役
割
を
持
ち
、
個
別
の
施
策
か
ら
導
い
た

「
重
点
事
業
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
な
ど
に
よ

る
市
域
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
幅
な
導
入
や
、
従
来
よ
り
も
さ
ら
に

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
を
進
め
な

が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
の
先
導
的
な
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
す
。

◆
重
点
事
業

①
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
運
営
事
業

②
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
事
業

③
エ
コ
ハ
ウ
ス
・
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
促

進
事
業

④
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ

　

機
器
導
入
活
用
支

　

援
事
業

⑤
エ
コ
カ
ー
（
電
気
自
動

車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
）
利
用
促
進
事
業

⑥
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策

　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
実
践
！
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
』

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
事
業

エ
コ
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
市
内
の
家
庭
・
事
業
所

に
お
け
る
創
エ
ネ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創

出
）
・
省
エ
ネ
機
器
の
普
及
拡
大
を
図

る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
蓄
電
池
、
ＨへＥ

Ｍム

ズＳ
（
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム
）
、
エ
コ
カ
ー
な
ど
の
導
入
に
係

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
『
実
践
！

創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
』
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
制

度
の
詳
細
は
、

本
号
13
頁
を

ご
覧
く
だ
さ

い
。

「
も
っ
た
い
な
い
の
心
」

を
持
っ
て
、
も
の
を
大
切
に

使
い
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
推
進
に
よ
り
資
源
の
消
費

を
抑
制
し
た
循
環
型
社
会
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。

◆
重
点
事
業

①
食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
の
ま
ち
促

進
事
業

②
最
後
ま
で
し
っ
か
り
使
用

事
業

③
ト
コ
と
ん
資
源
化
推
進
事

業
④
も
っ
と
３
Ｒ
行
動
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム

⑤
「
も
っ
た
い
な
い
の
心
」

定
着
プ
ロ
グ
ラ
ム

▲

も
っ
た
い
な
い
市
の
様
子

狭
山
丘
陵
の
雑
木
林
な
ど
本

市
の
豊
か
な
み
ど
り
を
市
民
と

の
協
働
で
守
り
育
て
る
と
と
も

に
、
所
沢
の
み
ど
り
の
フ
ァ

ン
（
愛
好
者
）
を
市
内
外
に

増
や
し
、
さ
ら
な
る
取
り

組
み
を
誘
発
し
て
い
く

た
め
の
先
導
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
す
。

◆
重
点
事
業

①
み
ど
り
の
里
山
再

生
・
活
用
事
業

②
み
ど
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
育
成
事
業

③ 

公
共
・
公
益
施
設

な
ど
を
利
用
し
た

み
ど
り
の
創
出
事
業

④ 

所
沢
エ
コ
ツ
ア
ー
に

よ
る
地
域
活
性
化
と

保
全
の
推
進
事
業

　

⑤ 

都
会
的
な
生
活
と
合
わ
せ

て
自
然
を
享
受
す
る
生
活
を
送
る

所
沢
的
都
会
田
舎（
と
か
い
な
か
）

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
の

全
編
を
頒
布
・
概
要
版
を
配
布

構
想
の
全
編
は
、
市
役
所
５
階
環
境

総
務
課
お
よ
び
同
１
階
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、
市
政

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
１
冊
８
０
０
円
で

頒
布
し
て
い
ま
す
。

概
要
版
は
環
境
総
務
課
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
構
想
の
全
編
・
概
要
版

と
も
、
市
HP
（
「
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ

ン
」
で
検
索
）
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

▲

ま
ち
な
か
の
み
ど
り
の
創
出

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
の

実
現
に
向
け
て

▲エコカーの充電設備

写真提供：写真スタジオひろせ（２頁上段航空写真）

みどり

エネルギー

資源循環
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